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複雑性尿路感染症に対するbiapenemの 臨床的検討
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新 しい注射 用 カ ルバペ ネム系 抗生 剤biapenem(BIPM)を 九州 大学 お よび関連 病 院に おい

て複 雑性 尿路 感染 症 と診断 され た17症 例 に投 与,臨 床効 果 を検討 し,以 下 の成績 を得 た。

1) 臨床成 績:投 与 方法 は1回150～450mgを1日2回5日 間点 滴静・注 した。UTI薬 効評 価

基 準 で評価 し得 た症 例 は14例 で,総 合 臨床効 果 は著効8例,有 効6例 で有効率100%で あ

った。細 菌学的効 果 は,主 な分離 菌 であ るEnterococcus faecalis(3株),Escherichia coli(3株),

Pseudomonas aeruginosa(7株)を 始 め と して24株 全 株 が消 失 した。

2) 安 全 性:本 剤 に よ る と思 われ る副 作用 お よび 臨床 検査 値 異 常 は認 め られ なか っ た。

以上 の結 果 よ り,BIPMは 複雑 性尿 路感 染症 に対 し優 れ た臨床 効 果 を示 し,か つ安全 で

有 用性 の高 い抗 菌 薬 で あ る と考 え られ た。
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Biapenem(BIPM)は,日 本 レダ リー株 式会社 において

開発 された新 しい注射用 カルバペ ネ ム系抗 生物 質 であ

る。

本 剤は,カ ルバペ ネム骨格 の4α 位 にmethy1基,3位

にpyrazolotriazolium基が導入 されてお り,ヒ ト腎 デ ヒ ド

ロペプチ ダーゼ-1(DHP-I)に 安 定であ ることか らDHP

I阻 害剤 あ るいは 腎毒 性低減 剤 を配合 す るこ とな く単

剤 での投 与が可能 で ある1,2)。 本 剤はβ-lactamaseに 極

め て安 定 で,グ ラム 陽 性菌,グ ラム陰性 菌お よび嫌 気

性菌 に幅広 い抗 菌 スペ ク トル と強力 な抗菌 力 を有 し,

その作用 は殺菌 的で あった3'4)。各種病 原菌 に よるマ ウ

スを用 いた各種 実験 感染症 に対 してはin vitroの抗菌 力

を上 回 る強 い感染 防御効 果 を示 した5)。 また 中枢神経

系に対す る作 用は マウス(静 脈 内投与),ラ ッ ト(脳室 内

投 与)お よび ウサ ギ(静 脈 内投 与)に お い てimipenem

(IPM),imipenem/cilastatin(IPM/CS),cefazolin(CEZ),

penicillin G(PCG)に 比 して格 段 に低 い こ とが報告 されて

い る6)。

以上 の こ と よ り本 剤 は複雑性 尿 路感染症 に有用 な薬

剤 であ る と考 え,そ の有 用性,安 全 性 を検討す る目的

で本剤 を投 与 した。

対 象は平 成3年9月28日 よ り,平 成4年1月18日 ま

での 間に九州 大 学,原 三信 病 院,九 州労 災病院お よび

国立別 府病 院 に入院 し,本 人 よ り本試験 への参加の同

意 が得 られ た患者 を対 象 と した。UTI薬 効評価基準(第

3版)7)に より効 果判定 ので きた ものは14例 で,投 与前

に真菌 が検 出 された3例 はUTI評 価 は判定不能 とした。

投与方法 は1回150～450mgを 朝夕の1日2回,生 理食

塩 液100mlに 溶解 して,30分 以上かけ て点滴静 注 した。

なお,投 与開 始前にBIPMの 皮 内反応 を実施 し,陰 性で

あ るこ とを確 認 した。投 与期 間 は5日 間 とした。

Table 1に 示 す よ うな複 雑 性 尿路 感染 症17例 に対 し
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Table 1-1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with biapenem

CCC: chronic complicated cystitis
CCP: chronic complicated pyelonephritis

* before treatment/

after treatment

**UTI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.: dr's evaluation

† Excluded: no inclusion criteria by the Japanease UTI Committee

with including Candida in urine before therapy.
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Table 1-2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with biapenem

Table 2. Overall clinical efficacy of biapenem in complicated UTI

Bacteriological response

BIPMを 使用 した。性 別は男性15例,女 性2例,年 齢 は

24歳 ～91歳(平 均58.6歳)で あ った。基礎 疾患 は前立腺

肥大症 が5例 と最 も多 く,つ い で前立腺腫瘍 お よび神 経

因性 膀胱 が3例 な どであ っ た。投 与 前 膿尿 は(3+)が

58.8%を 占め てお り,カ テー テル留 置例 は6例,非 留置

例 は11例 であ った。UTI薬 効評価 基準 合致例 は14例 で,

臨床効 果は,著 効8例,有 効6例 と全 例有 効以 上の優 れ

た成績 であ った(Table2)。 感 染病 態群 別 では単 独菌 感

染,複 数 菌感 染 と もに著効4例,有 効3例 であ り,カ

テー テルの有無別 では留 置例 で著効1例,有 効3例,非

留 置例 で著効7例,有 効3例 であ った(Table3)。 細菌学

的効 果 の検 討 で は,最 も多 く検 出 され た菌 はPseudo-

monas aeruginosaの7株 で,つ いでEnterococcus faecalisお

よびEscherichia coliが3株 であったが,検 出 され た24株

は 全 て 消 失 し,投 与 後 出 現 菌 も認 め られ なか った

(Table 4)。 主 治医に よる独 自の判定 では,慢 性複雑性膀

胱炎16例 では,著 効8例,有 効6例,や や 有効1例,

判定不能1例 で有効率93.3%で あ り,慢 性複雑性 腎孟腎

炎の1例 は著効 であった(Table5)。 安全 性に関 しては,

副作 用,臨 床検 査値 異常 と も認め られ なか った。

考 按

新 し く開発 された注 射用 カル バペ ネム系 抗生物質の

BIPMは,幅 広 い抗 菌 スペ ク トル と強 力な殺菌的抗菌力

を有 している。 またDHP-1に 極め て安定 であ ることか
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Table 3. Overall clinical efficacy of biapenem classified by the type of infection

Table 4. Bacteriological response to biapenem in complicated UTI

GPC: gram-positive coccus

GNR: gram- negative rods
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Table 5. Clinical efficacy of biapenem as assessed by attending doctors

CCC: chronic complicated cystitis

CCP: chronic complicated pyelonephritis

ら単剤 で使用 で きる。 われ われ の施 設でのBIPM投 与症

例 は17例 で,そ の うちUTI薬 効評価 基準 合致症例 は14

例 であ った。1日300～900mg,5日 間の投与 で,著 効8

例,有 効6例 であ り,細 菌 学的 に も24株 全て が消失 と

極 め て優 れた成 績 であ った。特 に,カ テー テル留 置例

4例 の うち2例 は300mg/日 投与 で有効 と,低 用 量で も効

果が期 待 で きる こ とを示 唆す るもの であ った。 この こ

とはBIPMの 強い抗菌 力 と幅広 い抗菌 スペ ク トラム を反

映 してい る もの と考 えられ る。 全 国集計 での複 雑性 尿

路感 染症に対す る有効率 は80.6%で,今 回の成 績は症例

数 は少 ないが,こ れ を上 まわ る結果 であ った8)。 安全 性

に関 しては,本 剤 の関与 が疑 われ る副作用 お よび臨床 検

査 値異 常 は認め られ なか っ た。

これ らの成績 よ り,BIPMは 複雑性尿路 感染症 に対 し

て臨床的有 用性 の期待 で きる薬剤 であ る と考 えられ る。
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Biapenem in complicated urinary tract
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Clinical effect and safety of biapenem(BIPM), a new injectable carbapenem antibiotic, was evalu-

ated on 17 patients with complicated urinary tract infection.BIPM was administered by intravenous

drip infusion at a dose of 300•`450mg twice daily for 5days.

In 14 cases which were evaluable by the criteria of the Japanese UTI committee, excellent results

was observed in 8, moderate in 6 patients, so the effectiveness rate being 100%. Bacteriologically, all

24 strains were eradicated. We noted no adverse reactions or abnormalities of laboratory findings.


